
 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪ ピアノを囲んでふれあいコンサート♪ 

於 気仙苑       2019年 9月 28日 

司会進行：東京合唱団 上野 紘機 

～プログラム～ 

１．ごあいさつ             東京合唱団 団長  長尾正樹 

  

２．演奏タイム 

★アヴェ・ヴェルム・コルプス  モーツァルト作曲 

★混声合唱 唱歌メドレー「ふるさとの四季」より  源田俊一郎 編曲 

  ♪ 朧月夜（おぼろづきよ） 

  ♪ 夏は来ぬ 

  ♪ 紅葉 （もみじ） 

  ♪ 冬景色 

★ピアノ独奏 

  ♪子犬のワルツ  ショパン作曲 

  ♪トロイメライ シューマン作曲 

★混声合唱 童謡メドレー「いつの日か」より 

     ♪ 夕焼け小焼け 

     ♪ 赤とんぼ 

 

  ３．一緒に歌いましょう 

♪山小屋の灯 ♪北上夜曲 ♪静かな湖畔 ♪幸せなら手をたたこう ♪ふるさと 

 

指   揮 前田幸康 

歌唱指導 坂井田廣子 

ピ ア ノ 平野裕樹子 

合   唱 伊藤靜子 岩端由美子 黒田有里子 桑原みどり 小室明子 佐藤容子 

白井悦子 鈴木久仁子 高橋洋子 滝来佐穂 竹田貴子 遠山木乃美 

長尾容子 野澤久美子 平石恵津子 山田ゆかり 

荒川昌夫 上野紘機 太田紘子 上島敏 小谷一夫 小林芳郎 富松太基 

長尾正樹 原田保孝 廣畑俊成 山岡成行 山田亮 渡辺毅 

 

♪静かな湖畔  

静かな湖畔の 森のかげから 

もう起きちゃいかがと  

カッコウが啼く 

カッコウ カッコウ 

カッコウ カッコウ カッコウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♪幸せなら 手をたたこう 

幸せなら 手をたたこう 

幸せなら 手をたたこう 

幸せなら 態度でしめそうよ 

ほら みんなで 手をたたこう 

 

幸せなら 足ならそう 

幸せなら 足ならそう 

幸せなら 態度でしめそうよ 

ほら みんなで 足ならそう 

 

幸せなら 肩たたこう 

幸せなら 肩たたこう 

幸せなら 態度でしめそうよ 

ほら みんなで 肩たたこう 

 

 

♪故郷（ふるさと） 

うさぎ追いしかの山  

小鮒釣りし かの川 

夢は今も めぐりて  

忘れがたき 故郷 
 
如何にいます父母  

恙なしや友がき 

雨に風につけても  

思いいずる故郷 
 
こころざしをはたして 

いつの日にか帰らん 

山はあおき故郷  

水は清き故郷 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

♪紅葉 

秋の夕日に  照る山もみじ 
濃いも薄いも 数ある中に 
松をいろどる 楓や蔦は 
山のふもとの 裾模様 
 
 
たにの流れに  散り浮くもみじ 
波にゆられて 離れて寄って 

赤や黄色の   色さまざまに 

水の上にも   織る錦 

 

 

 

♪冬景色 

さ霧消ゆる 湊江の 

舟に白し 朝の霜 

ただ水鳥の声はして 

いまだ覚めず 岸の家 

 

烏啼きて 木に高く 

人は畑に 麦を踏む 

げに小春日の のどけしや 

かえり咲きの 花も見ゆ 

 

 

♪夕焼け小焼け  

夕焼小焼で 日が暮れて 
山のお寺の 鐘がなる 
お手々つないで 皆かえろ 
からすといっしょに 
帰りましょう 
 
子供が帰った  あとからは 
まるい大きな  お月さま 
小鳥が夢を  見るころは 
空にはきらきら 金の星 
 

 

 

 

♪赤とんぼ 

夕やけ小やけの 赤とんぼ 
負われて見たのは いつの日か 
 
山の畑の 桑の実を 
小籠に摘んだは まぼろしか 
 
十五で姐やは 嫁に行き 
お里のたよりも 絶えはてた 
 
夕やけ小やけの 赤とんぼ 
とまっているよ 竿の先 
 

 

 

♪山小舎の灯 

たそがれの灯は ほのかにともりて 

なつかしき山小舎は 麓の小径よ 

思い出の窓により 君をしのべば 

風は過ぎし日の 歌をばささやくよ 

 

暮れゆくは白馬か 穂高はあかねよ 

樺の木のほの白き 影もうすれ行く 

さびしさに君よべど わが声むなし 

遥か谷間より こだまはかえりくる 

 

山小舎の灯は 今宵もともりて 

ひとり聞くせせらぎも  

静かにふけゆく 

あこがれは若き日の 夢を乗せて 

夕べ星のごと み空に群れ飛ぶよ 

 

 

♪北上川夜曲 

匂い優しい白百合の濡れているよなあの瞳 

想い出すのは 想い出すのは 

北上河原の 月の夜 
 
宵の灯(ともしび) 点(とも)すころ 

心ほのかな 初恋を 

想い出すのは 想い出すのは 

北上河原の せせらぎよ  
 
銀河の流れ 仰ぎつつ 星を数えた 君と僕 

想い出すのは 想い出すのは 

北上河原の 星の夜 

僕は生きるぞ生きるんだ 君の面影胸に秘め 

想い出すのは 想い出すのは 

北上河原の 初恋よ 

♪朧月夜 

菜の花畠に   入日薄れ 
見わたす山の端  霞ふかし 
春風そよふく   空を見れば 
夕月かかりて    におい淡し 
 
里わのほかげも 森の色も 
田中の小路を   たどる人も 
かわずのなくねも  かねの音も 
さながら霞める 朧月夜 
 

 

 

 

♪夏は来ぬ  

うの花のにおう垣根に   
時鳥早もきなきて 
忍音もらす 夏は来ぬ 
 
五月雨のそそぐ山田に  
早乙女が裳裾ぬらして  
玉苗植うる  夏は来ぬ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


